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柔道大会において医師が試合続行不可能と判断した場合の対応について 
 
先般、ある都道府県が主催した柔道競技大会において、出血の処置を求めて救護席を訪

れた選手に対して、救護を担当した医師が、止血困難と判断し、後の試合出場を見合わせ

るべきと指導者と大会運営本部に告げたが、出場を強行した事例があった旨、救護を担当

した医師が所属する本連盟医科学委員会より報告を受けました。 
国際柔道連盟試合審判規程では、「出血が止まらず、覆うことができない場合は、相手の

試合者に「棄権勝ち」が与えられる。」とされています。また、「出血が止まらない場合、

医師が審判に報告し、審判は相手の試合者に棄権勝ちを与える。」とされています。 
出血の原因である傷が深い場合、試合を継続するすることによって更なる悪化につなが

る可能性があることから、試合者の健康を第一に考え、医師の判断を重く受け止めていた

だく必要があります。また、血液には感染症の原因となる微生物を含んでいる可能性があ

り安全衛生上、相手の試合者の健康被害をもたらす可能性もあります。 
国内の大会で救護を担当する医師は、国際柔道連盟試合審判規程に準じた対応を行うこ

とを前提に大会での救護に従事するものであり、大会の運営も、国際柔道連盟試合審判規

程に準じて行うべきであります。 
つきましては、貴連盟（協会）におかれても、国際柔道連盟試合審判規程の内容を再度

ご確認いただき、今後の大会運営に際しては、頭部打撲後、絞め技による落ち後の試合復

帰を含め、安全面、衛生面に最大限の配慮をお願い致します。 
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